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ｳｲﾙｽは他の生物の細胞内でのみ増殖します。細菌は顕微鏡でしか見ることができない微小な

生物の総称（別名・ﾊﾞｸﾃﾘｱ)で、ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏはｳｲﾙｽと細菌の中間とみなされる微生物です。  

 

例えばｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･ｳｲﾙｽの大きさは 10,000分の 1mmで、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･ｳｲﾙｽは喉・鼻などの粘膜細胞か

ら侵入します。  

 

侵入後約 20分でその細胞は破壊され、流出する 200～ 300の新しいｳｲﾙｽが他の細胞に取り付き

入り込みということを繰り返します。つまり 20分毎に数千・数百万のｳｲﾙｽを作り出し 12時

間後には最初のｳｲﾙｽから 10の 73乗個のｳｲﾙｽが新生されます。  

 

抗生物質は細菌に対して有効な薬ですが、現在までにｳｲﾙｽに対して有効な薬は未だありませ

ん。  

 

ｱﾒﾘｶの例ですが、ｶｾﾞやｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが流行していても個人のｳｲﾙｽ感染に対する抵抗力（免疫力）が

高い層（人口の 6～ 10%）はｶｾﾞ･ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞにかからないと言われています。  

 

身体にはｳｲﾙｽに対抗する抵抗力（防衛機能）としてｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ・白血球などがあります。  

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝは全てのｳｲﾙｽ（ｴｲｽﾞ･ｳｲﾙｽでも肝炎ｳｲﾙｽでも）を不活性化してくれます。  

 

ですから、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策としてｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝがｽﾑｰｽに体内で生産されることや白血球の働きを高め

ることは有効と考えられます。  

 

ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝはｳｲﾙｽに感染された細胞が産生するものでｳｲﾙｽ未感染の細胞表面でｳｲﾙｽの侵入を防

ぐ（ｳｲﾙｽの増殖を防ぐ）働きがあります。  

 

また、ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝは白血球（特にﾅﾁｭﾗﾙ･ｷﾗｰ  細胞）の働きを賦活します。ﾅﾁｭﾗﾙ･ｷﾗｰ細胞は身体

内の異物（この場合ｳｲﾙｽ感染された細胞）を攻撃します。  

 

体内でｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝがｽﾑ- ｽ ﾞに生産される条件はｳｲﾙｽ感染予防対策です。  

 

ｲﾝﾀ-ﾌｪﾛﾝをｽﾑｰｽに生産するためには、材料としてﾀﾝﾊﾟｸ質・糖質・ﾋﾞﾀﾐﾝC が必要です。  

 

また、ｲﾝﾀ-ﾌｪﾛﾝをｽﾑｰｽに生産するためには、喉や鼻の粘膜を冷やさないことが大切です。喉

や鼻の粘膜が冷えているとｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ生産に不利なので対策として喉の後ろ・背骨部分を温め

るのがお勧めです。（喉や鼻の粘膜温度が上がります）  

 

ｳｲﾙｽ感染予防対策として、「栄養や保温・湿度」の配慮は有効と言えます。  

 

1.栄養  …ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝは糖ﾀﾝﾊﾟｸ糖ですから、糖質（ご飯で十分）とﾀﾝﾊﾟｸ質（卵など）はその

材料です。  

 2. ﾋ ﾞﾀﾐﾝC …ｲﾝﾀｰﾌｫﾛﾝは糖ﾀﾝﾊﾟｸですから糖とﾀﾝﾊﾟｸをつなぐ役割があるﾋﾞﾀﾐﾝCを摂取  

 3.湿度  …喉・鼻の粘膜が乾燥しているとｳｲﾙｽが付着しやすいため湿りが重要。  

 4.保温   …ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝは低温では産生されにくいため喉の後ろにあたる背骨部分の保温が重

要喉や鼻の温度が上がればｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝが生産されやすい。  



 

「体調が変だ」と感じたら保温とﾀﾝﾊﾟｸ質とﾋﾞﾀﾐﾝCの摂取（一時間毎に 1gのﾋﾞﾀﾐﾝC）を数回摂

取されること意識してみてください。  

 

1g=1,000mgのﾋﾞﾀﾐﾝC を食物で得るにはﾚﾓﾝ･ﾐｶﾝなら 2Kg､ｲﾁｺﾞなら 1Kg の摂取が必要です。

錠剤などで補給する方が現実的です。  

 

冬にｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染が多いこと。卵酒やﾏﾌﾗｰやﾀｵﾙで頚部を温めることは意味のあることですね。 


